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SIP海洋プログラムの進捗について
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研究開発項目 2023年度計画 2024年度計画 2025年度計画 2026年度計画 2027年度計画

レアアース生産技術の開発

産業化へ向け
課題抽出

•鉱区設定に基く
資源量の高精度
三次元マッピン
グ

•資源量評価補正

•運用課題検討/   EIS更新•運用課題検討/EIS検討・作成

•揚泥試料分析、
試験サイトの検証

•レアアース泥
調査手法の詳
細検討、精査

•実試料への適用手法
開発:
実験装置製作

•揚泥管実機製作（3,000～6,000m分）※揚泥管製作に2年要
•水深6,000m 技術課題抽出/改良
•船上機器 技術課題抽出/改良

•運用課題抽出/検討

•有望エリア内における高分解能底質調査、海底状況の把握、
試料採取：レアアース採鉱試験サイトの選定

•レアアース泥AUV調査に関する
運用技術検証、精査
（コア採取・分析）

•レアアース目的元素の
効率的な抽出・分離手法
の開発

•抽出/分離手法の
要素技術探索
•要素実験

•鉱区設定の境界条件の検討

南鳥島沖レアアース泥を対象にしたレアアース一貫生産システムの検討
（回収レアアース泥の減容・抽出、輸送、精製、製錬、廃棄物処理検討  分離・精製試験  製錬試験 経済性評価）

•レアアース泥AUV調査に関する
調査機器試験、精査
（コア採取・分析）

•南鳥島排他的経済水域内の既存コアデータ
の統合

回収実証試験プロトタイプ改良 実証機改良

探査

採鉱

分離・精製

生産システム

鉱区設定のため
の有望エリア
資源量精査

採鉱実証試験の
ための事前調査

回収システムの
開発

運用課題検討

分離・精製技術
の開発

サプライチェーン
検討
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•分離・精製
技術試験

回収能力検証

• レア アース
泥調査 手法の
実証
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•技術課題抽出/改良
•規模拡大 検討

•大規模
分離・精製
に向けたプ
ロセス検討

•分離・精製
システム実証

•産業化への検討

レアアース生産技術開発 5ヶ年計画深海資源生産技術の開発5ヶ年計画

1©SIP/JAMSTEC

無断転載・無断使用不可



採鉱システムの海域試験におけるモニタリング

閉鎖系採鉱システム

無断転載・無断使用不可
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現地海域での滞在期間 23日 程度

比重分離・脱水処理

南鳥島

ちきゅう

機器接続試験 概念図(令和8年1月)      無断転載・無断使用不可

3©SIP/JAMSTEC



試験期間（準備含む） 91日 程度
現地海域での滞在期間 37日 程度
目標回収効率 350トン/日

運搬船によるスラリーの輸送
→レアアース採鉱量の増加

ヘリによる人員の交替
→海域滞在及び作業日数の増加

ヘリサポート・宿泊用船舶

比重分離・脱水処理

南鳥島

ちきゅう

2027年度 採鉱試験 概念図 D  案

（「ちきゅう」人員交替、南鳥島での一次処理あり）

航空機による人員の輸送
→「ちきゅう」及び処理施設要員の確保

マッドケーキ
廃泥

採鉱試験 概念図 (令和9年２月)    無断転載・無断使用不可
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海洋ロボティクス調査技術開発

江戸っ子1号、複数AUV、
深海ターミナルの連携によ
る長期運用・大量データ回
収可能な広域モニタリング
システム

航行型・ホバリング型AUV
による長期海底調査の実現
に向けた深海ターミナル及
びドッキング技術

©SIP/NMRI/JAMSTEC

①広域調査海域での海底・海底下
の効率的な調査及び効果的監

視
②開発海域での作業支援や長期環境監視

③浮体式洋上風力発電の事前調査、作業支援、環境調査

6
SIPは海中での情報通信技術の研究開発を通して海中IoT化の実現を目指す

無断転載・無断使用不可

海底ステーションとの
AUVドッキング

江戸っ子
1号との
通信を通
したAUV
協調群制
御
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南鳥島・拓洋第5海山 鳥瞰図 無断転載・無断使用不可
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